
別表　提案書審査基準

評価基準

業務の目的等
の理解度

本事業の目的（学院の認知度や興味・関心を高めること）及びターゲット
（メイン：入校対象者、サブ：その保護者）に対して、どのように効果を発
揮するかを明示し、その上で実施内容や取組手法が提案されているか。

10 10

提案内容 企画力
本事業に効果的と考えられる広報物・広報活動の提案がなされているか。
（広報物の相互連携、段階的な興味関心の流れの構成、導線の工夫等） 15

表現力・デザ
イン性

①若年層だけでなく幅広い層にも親しみやすいイラストであるか。
②視認性・可読性・色彩設計・フォント選定などの基本的なデザイン原則が
守られているか。

15

 メッセージ
性・感情訴求

ターゲット層の価値観やライフスタイルに寄り添った言葉選びやストーリー
性、感情訴求となっているか。

10

広報物全般(動画・ランディングページ等)の完成品における構成や表現のク
オリティに対する期待度。

10

広報手段やPR手法の実現性及び効果が期待できるか。 5

業務実施体
制等

業務実施体制
業務遂行に必要な要員、ノウハウ、ネットワーク等を有し、履行期間内に業
務を着実に遂行できる体制となっているか。

10

スケジュール 業務の全体スケジュールが的確に示され、現実的な内容となっているか。 10

事業実績 過去の類似の事業実績は十分か。 10

経費見積 見積の算出や予算の配分は適当か。 5

合計 100

※最低基準点は、合計得点が満点の６割とする。（100点×0.6＝60点）
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35

審査項目 配点

基本的要件
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価

55

完成品への期
待度・実現性


